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「渡辺先生は、なんで先生になろうと思ったんですか。」 

最近は、こうした深めの質問が中々の頻度で飛び出すようになりました。

（「質問力」も、社会を生きていく上で重要な力ですね。） 

これは私の感覚ですが、先生方の多くは、自分にとっての「恩師」や「憧

れの先生」との出会いを大切にされている人が多いです。 

実は、私にも教師人生の原点ともいえる人がいます。 

 

それは、中学校３年間を担任して下さった先生です。 

決して話し上手、教え上手ではありません。 

破天荒かつ粗削り。 

けれどエネルギーに満ち溢れていて、一緒にいるだけで不思議とワクワク

する先生でした。 

学年６クラスがあった私の学校。 

しかしクラス替えをしても幸運なことに、3 年間私は同じ先生に当たり続

けました。 

 

その先生は、私が入学した年に学校に赴任してきました。 

新しく着任した先生がいる場合は、恒例の行事があります。 

「新任の先生」による挨拶です。 

その年は、数名の先生が挨拶の壇上に立ちました。 

私の担任の先生の順番は、確か 3 番目。 

「みなさんおはようございます。○○中学から来た～～と言います」 

という挨拶が続く中、担任の先生の出番がやって来ました。 
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一瞬、体育館全体に「おや？」と言った空気が流れます。 

先生は中央のマイクの方にはなぜか行かず、ステージの端に歩いていった

からです。 

何かあったのかと皆が不思議に思う中、先生は突如ステージ中央のマイク

に向かって全速力で走り始めました。 

数歩走ってから、ロンダート、バク転、宙返りをしてマイクの前に着地。 

両手を高らかにあげて、“決め”の姿勢を作りました。 

目にもとまらぬ連続技に、生徒一同唖然としています。 

先生は、みんなの拍手が収まるのを待ってから大きな声で言いました。 

「私は、この学校に体操部を作りたいと思っています！よろしくお願いし

ます！」 

挨拶は無し。 

自己紹介も無し。 

見たことも聞いたこともない着任の挨拶でした。 

そして先生は言葉通り、我が中学校には一度も作られたことの無かった体

操部を作り、数々のドラマを起こしました。 

そんな先生だったのです。 

その先生の凄いなぁと思う所はたくさんあります。 

ユーモアにあふれた授業がそうです。 

体当たりで決して逃げない指導もそうです。 

が、私が何より憧れたのは、私達生徒が頑張ったことを力一杯に褒め、ま

るで我がことのように喜んで下さる姿でした。 

自分の親以外にも、こんな風に自分のことを受け止めてくれる人がいるこ

とを、初めて体感した瞬間だったかもしれません。ｓ 

 

「ほめる」の語源は、「穂」という文字にあるといいます。 

秀でているもの、優れているものという意味もありますが、もともとは互

いに祝福し、神に感謝する意で使われました。 

「ほめる」というと、良い評価を与えることと思いがちですが、そうでは

ないのかもしれません。 

素晴らしいことをともに喜び合う方が、本来の「ほめる」に近いのではな

いだろうかと思うのです。（教室でこの話をすると、子どもたちが「なるほ

ど～」と驚いていました。） 
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さて、昨日は給食試食会があり、その流れでお家の方々が教室に多数参観

に来られました。 

国語の授業や、学活の時間に行った百人一首大会を見学していかれたお

家の方々は、まさに子どもたちのことを「ほめて」くださっていました。 

放課後に何人かのお家の方とお話しさせてもらったのですが、言葉にも、

表情にも、仕草にも、喜びが溢れていました。 

こんな風に、自分のことをわがことのように喜んでくれる方が近くにい

ることは、とても幸せなことなのだと改めて思います。 

人生における「豊かさ」には、いくつかの物差しがありますが、自分の

成長を我が事のように喜んで下さる方々が増えていくことは、明らかに人

生の喜びを何倍にも広げてくれるでしょう。 

（百人一首大会のご感想など、ぜひ気軽にお寄せください） 

https://docs.google.com/forms/d/1qqf4cPLcjpcWaim

Wdu-6IFM73JahODYK4ROldg7jLxM/edit 

 

昨年の三月。 

私は、故郷の札幌を離れる前に、先ほどの中学校時代の恩師に久しぶり

に連絡を取りました。 

そして、二人でお酒を酌み交わしました。 

恩師は、北海道を離れる前に私に手作りのスプーンをプレゼントしてく

れました。 

「愛知に行って、大変なことがあったら、このスプーンであったかいスー

プでも飲んで一息ついてから、またボチボチと走り出

したらいいよ。道治なら大丈夫。頑張れ。」 

と送り出してくださった恩師は、私の頑張りを今も我

がことのように喜んで下さり、応援し続けてくれてい

ます。 

４－１の子どもたちにとっても、自分自身がそんな

存在になれたらいいなぁと思いながら、今も恩師の背中を追い続けています。 

 

☆↓読者ページはこちらから↓☆ご意見ご感想など気軽にお寄せください 

https://docs.google.com/forms/d/1qqf4cPLcjpcWaim

Wdu-6IFM73JahODYK4ROldg7jLxM/edit 
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